
特定共同住宅等における必要とされる防火安全性能を有する
消　防　の　用　に　供　す　る　設　備　等　の　届　出　書

平成　　 年　　 月　　　 日

坂戸・鶴ヶ島消防組合

消防長　　　　　　　　 様

届出者

住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㊥

電話

消防法施行令第29条の4第1項の規定に基づき制定された通常用いられる消防用設備等に代え

て、特定共同住宅等における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に代替

したいので、下記のとおり届出します。

防

火

対

象

所　 在　 地

名　　　　 称

位

置

構

構　造 等 造　　　 地上　　　 階 ・地下　　　 階

規　模　等
敷地面積　　　　　　　　　 最

建築面積　　　　　　　　 最　　 延床面積　　　　　　　　　 ポ

特定共同住宅
1 二方向避難・開放型特定共同住宅等

物 造 等 の 種 別

（該当箇所の番
号に○をつける

2　二方向避難型特定共同住宅等

等 3　開放型特定共同住宅等

こと。） 4　その他の特定共同住宅等

設計者住所・氏名等
（代表者及び担当者を記入）

住　 所

氏　 名

連絡先

確認申請提出（予定）年月日 平成　　　 年　　　 月　　　 日　頃

工事着手（予定）年月日 平成　　　 年　　　 月　　　 日　頃

そ　 の　 他

※　受　付　欄 ※　経　　 過　　 欄 ※　備　　 考



令別表第1 項 l（共同農 以外の用監 記入）！

1 通常用いれられる消防用設備等（※1）

∵ 十 十 ∴ ∴ ㍉ ㍉ 了

3 詣 諾 孟 諾 篭 3）

下記において（仕様規定・性能規定・無）の該当部分に○をつけてください。（※4）

① 住戸等から上階への開口部の延焼状況　　　　　　　 仕様規定 ・性能規定　　　 無

② 廊下の開放状況　　　　　　　　　　　　　　　　 仕様規定 ・性能規定　　　 無

③ 階段室等の開放状況　　　　　　　　　　　　　　 仕様規定 ・性能規定　　　 無

④ 特定光庭に関する延焼・避難状況　　　　　　　　　 仕様規定 ・性能規定　　　 無
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床面積
設 置 され るす べ ての 消 防 用 設 備 等

消火設備 警報設備 避難設備
消火活動上
必要な施設

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m

階 2m
計 2m

※1共住省令に基づき計画せず、消防法第17条に基づき設置する場合の必要となる消防用設備等をいう。

※2

※3

※4

共住省令に基づき設計したとき、上記1の「通常用いられる消防用設備等」に替えて用いる消防の用に
供する設備等をいう。

上記2の「必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等」の他に、設置される通常の消
防用設備等をいう。
仕様規定を選択した場合は、同仕様が確認できる図面、性能規定を選択した場合は、各々の客観的堪
証法等による算定計算書及び同計算に使用した図面等を添付すること。’

5防火対象物の案内図、配置図、仕上表、各階平面図、立面図等のほか、その他必要な関係書類を正
副2部提出すること。


